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第２８７６回  例  会 （ Ｒ４． ４． ２６ 火 曇り／雨 ☁☂ ） 

【職業奉仕担当  早朝例会  於：成田山大聖寺】  

点 鐘 髙橋 秀治会長 

R . S 手に手つないで 四つのテスト 

※近隣クラブはコロナ禍により、ほぼメーキャップ受付を 

されておりません 

☆エコキャップ回収活動 協力のお願い 

 地区学友委員会よりエコキャップ回収活動 協力のお願い

あり。回収については 5 月例会でご案内予定。 

☆クールビズのご案内  

 来月 5 月よりクールビズ 

☆事務局のゴールデンウィーク休暇  

 4 月 29 日(金・祝)～5 月 5日(木・祝) 

 

出席報告（宇佐美芳樹委員長） 

出席率 100％ 名誉会員 1 名 

 会員 52 名（＊出席率は紙面での報告のみ） 

ニコボックス（岩間信夫委員長） 

髙橋秀治君 春の恵みを楽しんで食したいと思います。

本日宜しくお願い致します。 

（同文にて）加藤浩一君 藤井友喜君 保浦博志君 

原 欣伸様 例会、初出席で皆さんと筍ご飯をいただ

けるよろこび 

安達寛益君 中村照紳様のご法話を拝聴できることを

喜んで！成田山大聖寺の皆様には早朝より

大変お世話になりありがとうございます 

（同文にて）原正男君 日比野良太郎君 稲垣圭次君 

板津英基君 伊藤正久君 伊藤隆君 

岩間信夫君 兒玉寿君 近藤斉宏君 

間森清二君 松平實胤君 松山基邦君 

丹羽敬昇君 小川宏嗣君 小川誠君 

小川征一君 大原隆一君 岡田雅隆君 

奥村正幸君 大島匡博君 澤田禅君 

千田光範君 朱宮新治君 住野龍之介君 

鈴木一成君 鈴木敏之君 梅田佳和君 

宇佐美芳樹君 山根雄司君 安田一生君 

吉田洋君 

 

 

会 長 挨 拶（髙橋 秀治 会長） 

 

皆様、お早うございます。先程はお久しぶりに宮本

主監様のお顔を拝見して、お護摩を焚いて頂きました。

相変わらずと申しますか、大変お元気でいらっしゃっ

て何よりでございます。 

今日は原県議もお見えです。ありがとうございます。

朝早くから。筍ごはん目当てでいらっしゃいました。 

さて、私は何ヶ月ぶりか久しぶりの朝食を頂きまし

た。決してお金がなくて朝食が食べられない訳ではご

ざいません。朝が弱いのです。兎に角、朝が弱くて、

自分でも病気じゃないかと思っております。皆様にお

聞きすると、自然と 5 時には目が覚めるよと、言うよ

うな事も先程お話しの中で出て参りました。私は絶対

に自然に 5 時に目が覚めることはございません。スヌ

ーズ機能を使って 4 回ぐらい叩きながらやっと起きる

わけでございます。昔、じいさんや親父に聞いたこと

があります。どうしてそんな夜が明けると直ぐガタガ

タ起きて動き出すのだと。いや、年を取れば自然と目

が覚めるのだという風に言われました。私、齢還暦を

来年迎える訳でございますが、未だにそうなってはお

りません。昔、お袋に、あんた死んでいるのではない

かと思ってびっくりするがね！と言うことをよく言わ

れました。本当にお昼過ぎまで何もなければ寝ている
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ような男でございました。朝お風呂も大好きなのです

けれども、寝ることも大好きで、お袋には、お前は小

原庄助さんかとよく言われたものでございます。身上

だけは無くさないように気をつけたいと思います。 

以上でございます。今日も宜しくお願い申し上げます。 

 

その他委員会報告  

◎次年度副幹事（安田 一生君） 
過日 4 月 17 日（日）に行われました 22-23 年度地

区研修・協議会にご出席の皆様、大変ありがとうござ

いました。協議会後の懇親会も有意義な時間を共有で

きたと感じております。 

5 月 24 日、31 日は地区研修・協議会の報告を予定

しております。その折にはまた皆様にはご協力をいた

だきますことをお願い申し上げます。 

 

法  話 （丹羽 敬昇 職業奉仕副委員長) 
本日は谷定委員長に代わりまして、私丹羽が司会を

務めさせて頂きます。どうぞ宜しくお願い致します。 

本日は成田山名古屋別院大聖寺 法教部 教務課長の

中村照紳様よりご法話をして頂きます。法話のタイト

ルは「がまの油」となっております。それでは中村様

宜しくお願い致します。 

☆成田山名古屋別院 大聖寺 
法教部 教務課長 中村 照紳 様 

『 ガ マ の 油 』  

 

 本日は、犬山ロータリークラブ早朝例会と云う事で、

朝早くより当成田山へお参り頂きまして誠にご足労様

でございます。 

 先ずは例会開催に際しまして、皆様方の貴重なるお

時間を拝借致し、お話しさせて頂きます機会を得まし

た事、心より感謝申し上げます。 

 さて、人はどんな境遇でも、どんなに辛い日でも、

起きて笑顔を、食事のたびに笑顔を、そして寝る前に

も笑顔をと、日に五度は努めて笑顔を自らに見せよと

言われております。 

重い病も心笑わせることで克服できたという話は多

いものです。 

 古典落語に「ガマの油」という噺がございます。 

「さあさ、さあさ、お立会い。ご用とお急ぎのない方

は、ゆっくりと聞いておいで。 

てまえ持ちいだしたるは、これにある蟇蝉噪四六（ひ

きせんそうしろく）のガマの油だ。そういうガマは、おれ

のうちの縁の下や流しの下にもいるというお方がある

が、それは俗にいうおたまがえる、ひきがえると言っ

て、薬力（やくりき）と効能のたしにはならん。てまえ

持ちいだしたるは四六のガマだ。 

 四六、五六はどこでわかる。前足の指が四本、後ろ

足の指が六本、これを名づけて四六のガマ。このガマ

の棲める所は、これより遥か北にあたる筑波山のふも

とにて、おんばこという露草を食らう。 

 このガマのとれるのは、五月に八月に十月、これを

名づけて五八十（ごはっそう）は四六のガマだ、お立ちあ

い。 

 このガマの油をとるには、四方に鏡を立て、下に金

網を敷き、その中にガマを追い込む。ガマはおのれの

醜い姿が鏡に映るのを見て、我（われ）とわが身に驚き、

たらーり、たらりと油汗を流す。これを下の金網にて

すきとり、柳の小枝をもって、三七（さんひち）二十一

日の間、とろーり、とろりと煮詰めたるが、このガマ

の油だ。 

 赤いは辰砂椰子（しんしゃやし）の油、テレメンテエカ

にマンテイカ、金創（きんそう）には切り傷、効能は出

痔（でじ）、いぼ痔、はしり痔、よこね、がんかさ、そ

のほか腫れ物一切に効く。いつもは一貝で百文だが、

今日（こんにち）は披露目のため、小貝を添え、二（ふた）

貝で百文だ。 

 まあ、お待ち。 

 ガマの油の効能はそればかりかというと、まだある。

切れ物の切れ味をとめるという。 

 てまえ持ちいだしたるは、ごらんの通り、ぬけば玉

散る氷の刃（やいば）だ、お立あい。お目の前にて白紙

（しらがみ）を一枚切ってお目にかける。 

さ、一枚の紙が二枚に切れる。二枚が四枚、四枚が

八枚、八枚が十六枚、十六枚が三十二枚。春は三月落

花のかたち、比良（ひら）の暮雪（ぼせつ）は雪降りのか

たちだ、お立ちあい。 

かほどに切れる業物（わざもの）でも、差（さし）うら

差（さし）おもてへガマの油をぬるときは、白紙（しらが

み）一枚容易（ようい）に切れぬ。 

 この通り、たたいて切れない、ひいて切れない。ふ

るときはどうかというと、鉄の一寸板もまっ二つ。さ

わったばかりでこのくらい切れる。 

 だがお立ちあい、こんな傷は造作（ぞうさ）もない。

ガマの油をひとつつけるときは、痛みが去って血がぴ

たりととまる。・・・」 

――皆様ご存知の、落語「ガマの油」の口上です。 

 この後、茶屋でいっぱいやらかして、酔いが回った

ところで、もうひと稼ぎと欲を出し、客相手に口上を

述べるが、ろれつがまわらず、しどろもどろ。揚句（あ

げく）、刀で切った腕の血がとまらず、「お客の中に血

止めの薬はお持ちでないか」とサゲがつく。 

 たわいもない落語ですが、この口上の中で、四面鏡
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を張った箱へガマを追いこむと、ガマは鏡に映るおの

れの姿の醜さに驚き、たらーり、たらりと油汗を流す、

という件（くだり）に私は深くうなずかされました。 

 どんなに浮き立つような気分のときでも、まず過去

の過ちを反省するところに価値があります。 

 仏前での懺悔文（さんげもん）に「無始よりこのかた貪

瞋痴（とんじんち）の煩悩にまつわれて、身と口と意（こ

ころ）とに造るところのもろもろの罪とがを、みな悉（こ

とごと）く懺悔（さんげ）したてまつる」とある通りに、

私たちは強い欲望と腹立ちやすさと愚かさのために、

ついつい過ちを犯してしまいます。その過ちに気づい

て改めることに大胆でなければ、そのあとの平安と幸

せが期待できません。 

 自分自身を深く見つめれば、これらに気がつくはず

であります。 

 ガマの油のガマが、おのれの醜さを見せつけられて、

油汗を流す相（すがた）に通じる訳であります。 

我々真言密教の修法で「如意宝珠法（にょいほうじゅほ

う）」がございます。 

 如意宝珠は何でも思うことが叶う宝の珠で、定まっ

た色もなく、透き通って軽妙なもので、世界中の物を

ことごとく照らして出現させる。こう経典にあります。

できれば手に入れたくなります。 

 この如意宝珠をご本尊にすえて法要が営まれます。

法要に参列すると、如意宝珠が実は一人ひとりの胸に

ある浄菩提心（じょうぼだいしん）と一体だと分かってき

ます。よりよく生きようとする向上心と、言い換えて

もいいです。 

 世の中で最も価値あるものは、わが内にある仏の心

であった。 

 このことを、よりますます光りあるものにするため

にも、ガマの油の口上にあるつきつめた自己反省と、

冒頭でお話ししました笑顔ある日常が必要なのではな

いでしょうか。 

 本日はご静聴ありがとうございました。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝御礼の言葉＝（髙橋秀治会長） 
 中村様、本日は早朝より為になるお話をありがとう

ございました。 

私は毎朝、自分を鏡で見るわけでございますが、鏡

を見ながらなかなかそういった心の内まで思い描いた

ことはございません。明日の朝からは鏡を見てこのみ

にくい顔を映して過去の反省をしながら一日を過ごし

ていきたいと思います。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

 

 

 
 

 
ご 報 告 

○第9回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ 

4 月 23 日(土)，24 日(日)名古屋・栄・久屋大通公園

におきまして、第 9 回ワールドフード＋ふれ愛フェス

タが開催されました。 


